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１　

は
じ
め
に

対
景
図
と
は
、
航
海
に
お
い
て
、
海
上
で
の
船
舶
の
位
置
を
海
図
で
同
定
す
る
た

め
の
パ
ノ
ラ
マ
図
で
あ
る
。
か
つ
て
は
海
図
に
記
載
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
海
図
に

は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
海
上
の
気
象
・
航
路
・
港
湾
・
沿
岸
の
状
況
な
ど
を
記
し

た
水
路
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

海
図
に
は
、
航
海
の
安
全
を
図
る
た
め
様
々
な
記
号
や
文
字
情
報
の
表
記
が
あ

る
。
水
深
や
底
質
、
暗
岩
、
洗
岩
、
沈
船
と
い
っ
た
海
面
下
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、

灯
浮
標
（
照
明
機
能
を
備
え
た
浮
標
）、
潮
流
の
注
意
と
い
っ
た
海
表
面
の
情
報
や
、

灯
台
、
集
落
、
土
地
利
用
と
い
っ
た
陸
地
上
の
目
標
物
等
の
情
報
な
ど
で
あ
る
。
そ

れ
ら
に
加
え
て
、
海
図
の
中
に
は
対
景
図
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

海
上
で
は
、
自
身
の
位
置
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
安
全
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。
航
海
中
の
船
舶
に
は
、
自
船
位
置
（
以
下
船
位
と
す
る
）
を
海
図
上
で
把
握

す
る
こ
と
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
船
舶
に
は
、
衛
星
に
よ
る
全
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム
（Global Positioning System

、GPS

と
略
称（

２
））

や
船
舶
自
動
識
別

装
置
（A

utom
atic Identification System

、A
IS

と
略
称（

３
））

が
搭
載
さ
れ
、
航

海
用
電
子
海
図
（Electronic N

avigational Chart

、EN
C

と
略
称（

４
））

に
船
位
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
同
定
で
き
る

（
５
）。

衛
星
を
使
用
す
る
以
前
、
船
位
を
把
握
す
る
た
め

に
は
磁
気
コ
ン
パ
ス
、
六
分
儀
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
等
の
航
海
計
器
が
使
用
さ
れ
て

い
た
。
計
測
結
果
を
海
図
上
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
船
位
を
同
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
航
海
機
器
で
の
計
測
結
果
を
も
と
に
し
て
も
船
位
の
同

定
が
不
可
能
な
場
合
は
、
海
図
に
描
か
れ
た
対
景
図
を
参
照
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
船
上
か
ら
見
た
入
江
や
島
形
、
山
形
な
ど
と
対
景
図
を
対
照
さ
せ
る

こ
と
で
、
現
在
の
船
位
を
海
図
上
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
入
港
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
角
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
対
景
図
と
は
、
本
来
は
安
全
な

航
海
の
た
め
の
実
用
的
な
図
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

さ
て
、
東
京
大
学
赤
門
書
庫
に
は
、
旧
内
務
省
か
ら
引
き
継
が
れ
た
膨
大
な
数
の

史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
現
在
も
調
査
中
の
た
め
数
量
は
確
定
で
き
な
い
が
、
史

料
に
は
文
字
史
料
群
の
ほ
か
に
、
未
整
理
の
地
図
史
料
群
が
約
七
〇
〇
点
存
在
し
て

い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
所
轄
の
移
管
を
契
機
と
し
、
こ
れ
ら
未
整
理
の
地
図
史
料
群

（
以
下
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
と
す
る
）
の
調
査
が
開
始
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
こ
れ

ま
で
の
調
査
の
中
で
、
幕
末
期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
ま
で
に
日
本
及
び
外
国
で
刊
行

さ
れ
た
海
図
が
約
六
〇
〇
点
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
海
図
史
料
群
は
、
赤
門
書
庫

旧
蔵
地
図
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
と
い
え
る
。
海
図
の
中
に
は
、
対
景
図
が
あ
る
も

の
も
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
す
る
う
ち
に
、
対
景
図
の
描
写
の
目
的

が
、
航
海
の
安
全
と
い
う
実
用
面
だ
け
に
あ
る
と
は
考
え
難
い
側
面
も
見
え
て
き

た
。以

下
に
、
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
海
図
に
描
か
れ
た
対
景
図
を
、
描
写
を
中
心
と

し
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
文
中
「
赤
門
旧
蔵
地
図
整
理
番
号
」
と
あ
る
の
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
調
査
中
に
各
地
図
に
割
り
振
っ
た
整
理
番
号
で
あ
る
。

海
図
の
対
景
図

横　
　

地　
　

留 

奈 

子
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２　

海
図
の
成
立
過
程
と
対
景
図

（
１
）
外
国
版
海
図

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
に
は
、
諸
外
国
が
出
版
し
た
海
図
（
外
国
版
海
図
）
が
発
見

さ
れ
た
。
日
本
海
軍
が
独
自
の
海
図
（
以
下
日
本
海
図
と
称
す
る
）
を
製
作
す
る
上

で
、
こ
れ
ら
外
国
版
海
図
を
参
考
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外
国
版
海
図
の
対
景
図

は
、
日
本
海
図
の
対
景
図
に
与
え
る
影
響
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

（
一
）PA

CIFIC O
CEA

N
 JA

PA
N

 ST
RA

IT
 O

F T
U

GA
R

（
図
１
）。

（
二
）JA

PA
N

 K
IU

SIU
.W

.CO
A

ST
 SA

GIT
SU

 N
O

-U
RA

（
図
２
）。

（
２
）
覆
版
図

自
国
の
測
量
が
間
に
合
わ
な
い
海
域
図
に
つ
い
て
は
、
外
国
海
図
を
翻
刻
し
て
刊

行
し
た
。
外
国
海
図
を
使
用
し
て
い
た
背
景
に
は
、
当
時
の
測
量
技
術
が
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
も
影
響
す
る
。
外
国
海
図
を
翻
刻
し
た
図
に
は
、「
覆
版
図
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
地
図
表
記
に
倣
い
覆
版
図
と
称
す
る
。

覆
版
図
に
は
対
景
図
も
付
図
さ
れ
て
い
る
。
原
図
と
な
る
海
図
に
対
景
図
が
あ
る

場
合
、
覆
版
図
に
も
対
景
図
が
付
属
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
覆
版
図
の
対
景

図
の
描
写
は
、
原
図
の
外
国
海
図
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
） 

大
日
本
海
西
岸
圖
自
ウ
ス
ヤ
タ
コ
ウ
ラ
シ
ミ
ル
灣
至
亞
米
利
加
大
灣
（
図

３
）。

（
３
）
最
初
期
の
日
本
製
海
図

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
で
は
、
最
初
期
の
日
本
製
海
図
「
尾
勢
志
海
岸
実
測
図
」
の

写
し
と
考
え
ら
れ
る
図
が
発
見
さ
れ
た
。
今
井
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に

（
６
）、

本
図
は
幕

末
に
習
得
し
た
外
国
海
図
の
作
成
技
術
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

（
四
）
尾
勢
志
海
岸
実
測
図
（
口
絵
参
照
）。

（
４
）
作
成
過
程
の
わ
か
る
も
の

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
地
図
の
中
に
は
、
作
成
過
程
の
状
態

と
考
え
ら
れ
る
、
不
完
全
な
海
図
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
海
図
に
も
対
景
図
が
記
さ

れ
て
お
り
、
対
景
図
の
作
成
過
程
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
覆
版
図
の
な

か
に
も
、
測
量
の
ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
し
た
と
考
え
ら
え
る
対
景
図
が
あ
っ
た
。

（
五
）
琉
球
諸
島
全
圖
（
図
４
）。

（
５
）
対
景
図
と
対
景
位
置
と
の
間
に
線
が
描
か
れ
て
い
る
も
の

こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
な
さ
れ
た
対
景
図
は
、
調
査
の
中
で
他
に
例
が
な
い
。

（
六
）
支
那
東
岸　

船
山
島　

定
海
港
（
図
５
）。

３　

実
用
を
超
え
た
表
現
の
対
景
図

前
述
の
と
お
り
、
対
景
図
は
海
上
の
任
意
の
場
所
か
ら
の
特
徴
的
な
景
観
を
図
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
入
り
江
の
形
状
や
特
徴
的
な
山
形
、
樹
木
、
ま
た
多
島
海
で
あ

れ
ば
島
の
連
な
り
（
遠
近
関
係
）
を
図
化
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
以
下
に
紹
介
す
る
対
景
図
に
は
、
海
辺
の
家
並
み
や
帆
船
、
小
さ
な

小
舟
や
船
の
影
、
果
て
は
鳥
の
姿
と
思
わ
れ
る
も
の
ま
で
描
い
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
常
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
航
海
の
目
印
と
す
る
の
に
は
不

適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
陸
地
を
描
い
た
対
景
図
に
も
、
細
か
な
表
現
が
な
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

船
舶
は
波
間
を
進
み
、
常
に
動
い
て
い
る
。
そ
の
内
部
か
ら
対
岸
の
陸
地
を
観
察
し

て
も
、
遠
景
の
岩
肌
に
注
視
で
き
る
と
は
考
え
難
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
描
か

れ
た
岩
肌
は
繊
細
で
、
あ
た
か
も
エ
ッ
チ
ン
グ
の
技
術
を
誇
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
細
か
な
描
写
ま
で
が
な
さ
れ
て
い
る
図
を
み
る
と
、
対
景
図
に
は
、

情
報
の
た
め
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
な
に
か
別
の
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
な

ら
な
い
。
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（
１
）
家
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
例

（
七
）
日
本
本
洲
北
西
岸　

能
登　

九
十
九
港
（
図
６
）。

（
３
）
船
舶
が
描
か
れ
て
い
る
例

（
八
）
伊
豫
國　

来
島
海
峡
（
図
７
）。

（
九
）
支
那　

澎
湖
列
島
（
図
８
）。

（
４
）
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
例

（
一
〇
）
日
本　

北
海
道
南
岸　

函
館
港
（
図
９
）。

（
５
）
地
形
を
線
描
で
細
か
く
描
い
て
い
る
例

（
一
一
）
日
本　

陸
奥
海
岸
泊
地
（
図
10
）。

４　

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
対
景
図
の
表
現
に
は
、
実
用
的
な
用
途
だ
け
で
は
な
く
、

き
わ
め
て
絵
画
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
に
は
、
大
分
し
て

二
つ
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
絵
師
の
動
向
で
あ
る
。
海
図
の
製
作
者
の
な
か
に
は
、
狩
野
守
貴
や
狩

野
應
信
と
い
っ
た
、
狩
野
派
の
流
れ
を
汲
む
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
狩

野
派
の
絵
師
に
つ
い
て
は
、
今
井
の
節
が
詳
し
い

（
７
）。

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
時
代
の
推
移
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
海
図
は
、
幕

末
期
か
ら
明
治
二
〇
年
代
初
頭
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
図
に
は
、
測
量
者
や

製
図
者
と
い
っ
た
、
海
図
製
作
に
関
わ
っ
た
人
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
の

測
量
者
名
は
明
治
二
〇
年
代
に
な
っ
て
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
製
図
者
の
名
称
は
明

治
一
〇
年
代
初
期
を
最
後
に
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
時
期
に
は
、
海
図
の
質
が
製

図
に
お
け
る
個
人
の
技
術
力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
対
景
図
の
描
写
が
絵
画
的
で
あ
る
時
代
は
、
地
図
に
求
め
ら

れ
る
も
の
が
、
客
観
的
、
科
学
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
、
そ
の
過
渡
期
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
対
景
図
の
表
現
に
つ
い
て
、
時
代
に
よ
る
変
化
や
技
術
者
の
動
向
を
踏

ま
え
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）  

「
水
路
誌
に
つ
い
て
」

 
http://w

w
w

1.kaiho.m
lit.go.jp/K

A
N

5/siryouko/m
onosiri/arekore/suirosi.

htm

　

海
上
保
安
庁
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部　

海
の
相
談
室
（
二
〇
一
三
年
八
月

一
日
閲
覧
）

（
２
）  

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
民
間
運
用
は
一
九
六
七
年
に
開
始
さ
れ
た

 

河
島
茂
男
・
鶴
田
良
平
・
迫
田
武
・
美
玉
置
順
二
「
当
社
Ｇ
Ｐ
Ｓ
受
信
機
開
発
の
歴

史
と
動
向
」（
二
〇
〇
五
）「
日
本
無
線
技
報
」
47　

二
頁

（
３
）  

Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
大
型
外
航
船
で
の
取
り
付
け
が
義
務
化
さ
れ
た

 

「
一
九
七
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
に
関
す
る
条
約
（SO

LA
S74

）」
第
Ⅴ

章
及
び
本
邦
国
内
法
（
船
舶
設
備
規
定
第
一
四
六
条
の
二
九
）

（
４
）  

Ｅ
Ｎ
Ｃ
は
一
九
九
四
年
度
よ
り
作
製
さ
れ
て
い
る

 

「
航
海
用
電
子
海
図
の
構
成
」

 
http://w

w
w

1.kaiho.m
lit.go.jp/K

O
K

A
I/EN

C/enc_indexj.htm
l　

海
上
保
安

庁
海
洋
情
報
部
（
二
〇
一
三
年
八
月
一
日
閲
覧
）

（
５
）  

今
井
健
三
（
二
〇
〇
七
）「
第
一
部
「
海
の
地
図
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
瀬
戸
内
海
」、

「
地
図
」
45
─
２
、
十
二
─
十
三
頁

（
６
）  
今
井
健
三
（
二
〇
一
三
）「
明
治
初
期
海
図
の
製
図
法
に
つ
い
て
─
西
洋
地
図
学
と

の
出
会
い
と
そ
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
」
本
書

（
７
）  

前
掲
（
６
）

　

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24520737

の
助
成
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（　 ） 海図の対景図（横地）289

図１　PACIFIC OCEAN JAPAN STRAIT OF TUGAR
1855・1868年測量、1868年刊行　英国海図（赤門旧蔵地図整理番号　12-3-1-12）
　本図は北海道と青森県を結ぶ津軽海峡を描いている。対景図は、渡島半島と竜飛崎の二図である。そ
の一方の対景図は、近景には津軽半島の竜飛﨑が描かれている。岸壁では、活断層の活動による尾根の
崩落で三角末端面が作成されている様子が描写されている。陸奥湾を挟んだ遠景の下北半島の描写は、
線が薄くなっている。全体をみると、さながら風景画のようである。

図２　JAPAN KIUSIU.W.COAST SAGITSU-NO-URA
1868年測量、1870年発行　英国海図（赤門旧蔵地図整理番号　11-3-6-6）
　本図は九州西部、天草﨑津浦を描いている。対景図は、南シナ海から天草へ向かう羊角湾の入り口を
描いた図である。近景・中景といくつもの半島が描写されている。近景・中景の岩肌などがはっきりと
描かれ、その反面、湾の反対側の情景は線が淡く、また岩肌も鮮明ではない。湾に突き出ている中景の
半島の崖上には数本の樹木が、また湾の奥のほうには帆船の姿が描写されている。
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図３　大日本海西岸圖自ウスヤタコウラシミル灣至亞米利加大灣
1860年ロシア船舶艦長が測量（赤門旧蔵地図整理番号　15-4-5-2）
　本図は各湾の挿図が一〇図、対景図が三図ある。海図上に「A」「B」「C」と記されており、それぞれ
の地点からの対景図が描かれている。対景図はいずれも描写の線が硬質で、遠景、中景、近景の区別を
線の濃淡で表している。ロシア極東部の海湾の図であり、描かれているのは自然地形だけである。海に
迫る三角末端面の様子が克明に描写されている。

図４　琉球諸島全圖（赤門旧蔵地図整理番号　13-2-5）
　沖縄本島を中心として鹽屋港図と渡久地港図を挿図としていた、手写しの海図である。裏書や袋書に
よると、水路寮が作成した海図2416号を写した図となっている。対景図は那覇港の入口と伊恵島（伊計島）
の様子であり、本図同様いずれも手描きである。山の谷部分に影が付けられているのみで、尾根部分は
空白となっている。

図５　支那東岸　船山島　定海港
1840年測量、1841年刊行英国海図の覆
版図　明治16刊行（赤門旧蔵地図整理番
号　11-3-4-2）
　本図は中国東岸、東シナ海に浮かぶ舟山群
島のうちの舟山（船山）島の海図である。任
意の地点とそこを視点とした対景図との間が
線で結ばれている。ある地点からみた陸地の
様子を対景図として描いているのは他図と同
様だが、対景図は、目標の陸地付近に配置さ
れている。つまり、対景図を見ることで、地
図上の線の起点となる点から陸地がどのよう
に見えるのかを理解しやすい工夫がなされて
いる。
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図６　日本　本洲北西岸　能登　
九十九港
明治20年測量、明治21年刊行

（赤門旧蔵地図整理番号　13-
1-2-3）
　本図は能登半島北東部の、リア
ス式沈降海湾の海図である。対景
図には、近景、中景、遠景と、島
が何重にも連なる様子を描いてい
る。島の頭頂部には木々がまだら
に描写されている。特筆すべきは、
図の西方、前景の崖下部分に、海
辺の家並みが描写されている点で
ある。

図７　伊豫國　来島海峡
1859年英国測量海図に1861年ロシア
測量海図を加えた覆版図　（赤門旧蔵地
図整理番号　10-4-1）
　本図は瀬戸内海中部の来島海峡の海図で
ある。対景図瀬戸内海に浮かぶ多島海のよ
うすを描いている。前景に武志島や「先顕
白岩」とされる水上岩、中景に小島や来島、
遠景に大島が描写されている。画面中央部
近くには蒸気をたなびかせている蒸気船、
画面右側には帆に風をはらませた帆船が描
写されている。

図８　支那　澎湖列島
1849年出版英海図の覆版、明治17年刊行（赤門旧蔵地図整理番号　13-1-7-1）
　本図は台湾の西方に浮かぶ澎湖列島の海図である。対景図は全体的に線が細く、海上にいくつもの島
が微かな遠近関係で浮かんでいる様が描写されている。線は少なく、陸地の凹凸の表現は顕著でないが、
帆立船の描写がある。画面中央より左、及び右側の海上には、帆立船が数隻海上に描かれている詳細に
みると、船の影が海面に写っている表現までなされている。
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図９　日本　北海道南岸　函館港
1854年1881年測量、明治17刊行（赤門旧蔵地図整理番号　10-3-1-4）
　前景に函館頭のゴツゴツとした山肌が描かれ、中景、遠景と霞がかかるように薄く表現されている。
はるか遠景に駒ヶ獄

ママ

の山形も描写されている。芝居の書き割りのような遠近感もさることながら、前景
白崖の上部、遠景の山並みの上級部分（「1846」の標高数の直上）に、鳥の姿が確認できる。

図10　日本　陸奥海岸泊地
明治七年測量、明治15年再刻（赤門旧蔵地図整理番号　15-4-6-2）
　本図は青森泊地、野邊地泊地の二図で一図である。対景図もそれぞれの図に描かれており、いずれの
図も山肌の描写が、細かな線のタッチの違いで現されている。青森泊地の対景図は、細かな空の表現ま
でなされ、あたかも雲が霞んでいるかのようである。
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